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い

よ

い

よ

十

月

一

日

か

ら

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
と
は
、
国
民
一
人
一

人
が
持
つ
十
二
ケ
タ
の
番
号
の

事
で
、
行
政
の
効
率
化
、
国
民

の
利
便
性
の
向
上
、
公
平
・
公

正
な
社
会
の
実
現
と
い
う
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
実
際
に
は
今
一
つ
理
解

さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。 

                      

 

そ
こ
で
今
回
は
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
」
に
つ
い
て
分
か
り

易
く
説
明
し
ま
し
た
の
で
、
こ

の
機
会
に
勉
強
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

国
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が

必
要
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
は

次
の
三
点
で
す
。 

 

 

 

 

①
行
政
の
効
率
化 

行

政

機

関

や

地

方

公

共

団

体
な
ど
で
、
様
々
な
情
報
の
照

合
、
転
記
、
入
力
な
ど
に
要
し

て
い
る
時
間
や
労
力
が
大
幅
に

削
減
さ
れ
ま
す
。
複
数
の
業
務

の
間
で
の
連
携
が
進
み
、
作
業

の
重
複
な
ど
の
無
駄
が
削
減
さ

れ
ま
す
。 

②
国
民
の
利
便
性
の
向
上 

 

添
付
書
類
の
削
減
な
ど
、
行

政
手
続
が
簡
素
化
さ
れ
、
国
民

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。 

ま

た
、
行
政
機
関
が
持
っ
て
い
る

自
分
の
情
報
を
確
認
し
た
り
、

行
政
機
関
か
ら
様
々
な
サ
ー
ビ

ス
の
お
知
ら
せ
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

 

③
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実

現 

 

所
得
や
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
受
給
状
況
を
把
握
し
や
す
く

な
る
た
め
、
負
担
を
不
当
に
免

れ
る
こ
と
や
給
付
を
不
正
に
受

け
る
こ
と
を
防
止
す
る
と
と
も

に
、
本
当
に
困
っ
て
い
る
方
に

き
め
細
か
な
支
援
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

 

次
に
自
分
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
ど
う
や
っ
て
知
る
こ
と
が
出

来
る
か
で
す
が
、
市
町
村
か
ら
、

住
民
票
の
住
所
に
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
の
通
知
が
送
ら
れ
ま
す
。
す

で
に
簡
易
書
留
で
送
ら
れ
て
き

た
方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

外

国

籍

で

も

住

民

票

の

あ

る
方
は
対
象
と
な
り
ま
す
。
住

民
票
の
住
所
と
異
な
る
と
こ
ろ

に
お
住
ま
い
の
方
は
、
お
住
ま

い
の
市
町
村
に
住
民
票
を
移
し

て
く
だ
さ
い
。 

そ

れ

で

は

実

際

に

マ

イ

ナ

ン
バ
ー
は
何
時
か
ら
必
要
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。
平
成
二
十

八
年
一
月
か
ら
社
会
保
障
、
税
、

災
害
対
策
の
行
政
手
続
き
で
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
と
な
り
ま

す
。 

 

社
会
保
障
の
面
で
は
、
年
金

の
資
格
取
得
や
確
認
、
給
付
、 

雇
用
保
険
の
資
格
取
得
や
確
認
、

給
付
、
医
療
保
険
の
給
付
請
求 

福
祉
分
野
の
給
付
、
生
活
保
護 

な
ど
で
す
。 

 

税
の
面
で
は
、
税
務
当
局
に

提
出
す
る
確
定
申
告
書
、
届
出

書
、
調
書
な
ど
に
記
載
、
税
務

当
局
の
内
部
事
務
な
ど
で
す
。 

 

災
害
対
策
で
は
、
被
災
者
生

活
再
建
支
援
金
の
支
給
、
被
災

者
台
帳
の
作
成
事
務
な
ど
で
す
。 

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
受
け
取
っ

た
後
に
、
市
町
村
に
申
請
す
る

と
身
分
証
明
書
や
様
々
な
サ
ー

ビ
ス
に
利
用
で
き
る
個
人
番
号

カ
ー
ド
が
交
付
さ
れ
ま
す
。 

URL  http://www.label-tokyo.com/             E メール tlpa_1966@ka2.so-net.ne.jp 
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いよいよマイナンバー制度がスタート 

もう対策はお済みですか? 

法人番号も同時にスタート 

 

http://www.label-tokyo.com/
mailto:tlpa_1966@ka2.so-net.ne.jp


 

法
人
番
号
っ
て
な
に
？ 

 
法
人
番
号
は
、
株
式
会
社
な

ど
の
法
人
等
に
指
定
さ
れ
る
十

三
桁
の
番
号
で
、
個
人
番
号
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
）
と
異
な
り
、
原

則
と
し
て
公
表
さ
れ
、
ど
な
た

で
も
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。 

法
人
番
号
は
、
行
政
を
効
率

化
し
、
国
民
の
利
便
性
を
高
め
、

公
平
か
つ
公
正
な
社
会
を
実
現

す
る
社
会
基
盤
で
あ
り
、
番
号
、

の
効
率
化
②
国
民
の
利
便
性
の

向
上
③
公
平
・
公
正
な
社
会
の

実
現
の
三
つ
は
個
人
番
号
と
同

じ
で
す
が
、
四
つ
目
と
し
て
法

人
番
号
特
有
の
目
的
と
し
て
、

法
人
番
号
の
利
用
範
囲
に
制
限 

 

 

が
な
い
こ
と
か
ら
、
民
間
に
よ

る
利
活
用
を
促
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
番
号
を
活
用
し
た
新
た

な
価
値
の
創
出
が
期
待
さ
れ
る

こ
と
。
新
た
な
価
値
の
創
出
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

法
人
番
号
は
平
成
二
十
七
年

十
月
か
ら
法
人
に
は
一
法
人
一

つ
の
法
人
番
号(

十
三
桁)

が
指

定
さ
れ
、
登
記
上
の
所
在
地
に

通
知
さ
れ
ま
す
。
番
号
の
通
知

後
、
法
人
番
号
は
、
原
則
と
し

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
法
人
番

号
公
表
サ
イ
ト
）
を
通
じ
て
公

表
さ
れ
ま
す
。 

 

平
成
二
十
八
年
一
月
以
降
根

税
や
社
会
保
障
の
手
続
き
で
従

業
員
な
ど
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
り

扱
い
に
あ
た
っ
て
は
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
た
対

応
が
必
要 

マ

イ

ナ

ン

バ

ー

を

そ

の

内

容
に
含
む
個
人
情
報
の
適
正
な

取
扱
い
の
た
め
に
、
民
間
事
業

者
が
最
低
限
守
る
べ
き
こ
と
や
、

よ
り
万
全
な
対
応
が
望
ま
し
い

こ
と
を
示
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会

が
作
成
し
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
利
用
・
提
供
・
保
管
制

限
や
特
定
個
人
情
報
の
安
全
管

理
の
内
容
・
方
法
に
つ
い
て
、

全
従
業
員
へ
の
研
修
等
に
よ
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
理
解
と
遵
守

の
徹
底
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
利
用
に

あ
た
っ
て
の
事
業
者
の
注

意
点 

注
意
点
１ 

●
利
用
目
的
を
き
ち
ん
と
明
示

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

法

律

の

範

囲

内

で

利

用

目

的
を
特
定
し
て
明
示
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
取
得
時
の
本

人
確
認
は
厳
格
に
行
い
ま
す
。 

取

得

の

際

は

他

人

の

な

り

す
ま
し
等
を
防
止
す
る
た
め
、

厳
格
な
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。 

従
業
員
が
扶
養
親
族
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
記
載
し
た
書
類
を
提

出
す
る
場
合
、
従
業
員
が
扶
養

親
族
の
本
人
確
認
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

 

本
人
確
認
に
は
「
身
元
確
認
」

と
「
番
号
確
認
」
が
必
要
で
す 

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い

る
場
合 

身
元
確
認
と
番
号
確
認
が
、 

カ
ー
ド
一
枚
で
可
能
で
す 

 

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
持
っ
て

い
な
い
場
合 

 

以
下
の
も
の
で
、
身
元
確
認

と
番
号
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

身
元
確
認 

運
転
免
許
証

o
r

パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど 

番
号
確
認 

通

知

カ

ー

ド

ｏ

ｒ

住

民

票

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
付
き
）
な
ど
。 

注
意
点
２ 

利 

用 
･

 

提 

供 

事

業

者

は

税

や

社

会

保

障

に
関
す
る
手
続
書
類
に
従
業
員

等
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
な
ど
を
記

載
し
て
、
役
所
に
提
出
し
ま
す
。 

●
利
用
目
的
以
外
の
利
用
・
提

供
は
で
き
ま
せ
ん
。 

注
意
点
３ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ

た
書
類
の
保
管
は
必
要
が
あ
る

場
合
だ
け 

 

●
必
要
が
あ
る
場
合
に
限
り
、

保
管
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

 

●
不
必
要
に
な
っ
た
ら
で
き

る
だ
け
速
や
か
に
廃
棄
・
削
除

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い

て
の
詳
細
は
左
記
に
。 

h
ttp

://w
w

w
.g

o
v

-o
n

lin
e

.g
o
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jp
/p

r
/m

e
d

ia
/p

a
m

p
h

/a
d

/0
0

0
5

.h
tm
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http://www.gov-online.go.jp/pr/media/pamph/ad/0005.html
http://www.gov-online.go.jp/pr/media/pamph/ad/0005.html
http://www.gov-online.go.jp/pr/media/pamph/ad/0005.html
http://www.gov-online.go.jp/pr/media/pamph/ad/0005.html


                                 

                                

 

               

「
第
十
七
回
ラ
ベ
ル
関
連
ミ
ニ

機
材
展
」
は
、
い
よ
い
よ
十
一

月
十
四
日(

土) 

に
、
台
東
区
柳

橋
の
東
商
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
す
が
、
十
月
一
日
現
在
十

六
社
が
出
展
申
し
込
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

 

恒
例
の
ラ
ベ
ル
関
連
ミ
ニ
機

材
展
は
、
今
回
も
東
京
都
正
札

シ
ー
ル
印
刷
協
同
組
合
と
神
奈

川
県
シ
ー
ル
印
刷
協
同
組
合
が

協
賛
し
根
開
催
さ
れ
ま
す
が
、

い
ま
や
業
界
の
恒
例
行
事
と
な

っ
て
お
り
、
大
型
展
示
会
が
衰

退
す
る
中
で
、
年
々
出
展
者
が

増
え
て
お
り
、
今
回
も
前
回
並

み
の
出
展
者
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
今
回
も
第
二
十
五
回

シ
ー
ル
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
の

入
賞
作
品
も
展
示
さ
れ
る
予
定

で
、
各
社
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
ま
す
。 

 

開
催
概
要
は
次
の
通
り
。 

■
日
時 

十
一
月
十
四
日(

土) 

午

前

十

時

よ

り

午

後

四

時

ま
で
。 

■
会
場 

台
東
区
柳
橋 

東
商

セ
ン
タ
ー 

三
階
展
示
場 

Ｊ
Ｒ
浅
草
橋
、
都
営
浅
草
線
浅

草
橋
駅
よ
り
徒
歩
五
分 

十

月

一

日

現

在

出

展

が

予

定
さ
れ
て
い
る
の
は
次
の
各
社

で
す
。 

■
エ
プ
ソ
ン
販
売 

■
光
文
堂
市
右
京
支
社 

■
村
田
金
箔 

■
創
風
シ
ス
テ
ム 

■
久
保
井
イ
ン
キ 

■
マ
ル
ウ
接
着 

■
化
研
産
業 

■
三
條
機
械
製
作
所 

■
日
本
ウ
エ
ス
ト 

■
サ
ン
ワ
コ
ー
ケ
ン 

■
フ
ナ
ミ
ズ
刃
型 

■
サ
ン
ケ
イ
ビ
ジ
ネ
ス 

■
塚
谷
刃
物
製
作
所 

■
丸
伸
製
作
所 

■
リ
ン
テ
ッ
ク 

■
デ
ジ
タ
ル
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン 

                                 

 

東京都最低賃金改正のお知らせ  

 

東京都最低賃金（地域別最低賃金）は平成２７年１０月１日から  

 
時間額９０７円に改正されました。  

 

 ※  都内で労働者を使用するすべての事業場及び同事業場で働くすべての労働

者（都内の事業場に派遣中の労働者を含む）に適用されます。  

 

詳細は、東京労働局労働基準部賃金課   TEL03-3512-1614（直通）又は  

ワン・ストップ無料相談窓口「東京都最低賃金総合相談支援センター」  

   

TEL0120-311-615 までお問い合わせ下さい。  

 

 

 第 17 回ラベル関連ミニ機材展  

いよいよ 1 ヶ月の開催迫る 

11 月 14 日東商センター展示場 



第
３
章 

も
の
づ
く
り
の
基
盤

を
支
え
る
教
育
・
研
究
開
発 

第
１
節 

も
の
づ
く
り
に
お
け

る
理
工
系
人
材
の
戦
略
的
育
成 

１
．
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
推
進
す
る
人
材
育
成
に
つ

い
て 科

学

技

術

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン
は
我
が
国
の
成
長
戦
略
の
重

要
な
柱
で
あ
り
、
こ
れ
を
担
う

人
材
育
成
は
、
も
の
づ
く
り
に

お
い
て
重
要
な
鍵
。
特
に
、
創

造
性
豊
か
な
若
手
研
究
者
の
育

成
・
確
保
、
多
様
な
場
で
活
躍

で
き
る
人
材
、
次
代
を
担
う
科

学
技
術
人
材
の
育
成
が
重
要
。 

 

創

造

性

豊

か

な

若

手

研

究

者
を
育
成
・
確
保
す
る
た
め
、

研
究
に
専
念
で
き
る
研
究
環
境

の
整
備
や
若
手
研
究
者
等
に
対

す
る
経
済
的
支
援
等
を
実
施
。 

 
 

 

 

２
．
理
工
系
人
材
の
戦
略
的
育

成
に
つ
い
て 

も

の

づ

く

り

に

お

い

て

新

し
い
価
値
や
技
術
革
新
な
ど
を

付
与
す
る
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
た
め
に
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
理
工
系
分
野

の
強
化
が
不
可
欠
。 

 

そ
の
た
め
、
産
学
官
が
協
働

し
た
理
工
系
人
材
の
戦
略
的
育

成
の
取
組
を
進
め
る
た
め
、
２

０
２
０
年
度
末
ま
で
に
集
中
し

て
進
め
る
べ
き
三
つ
の
方
向
性

と
１
０
の
重
点
項
目
を
整
理
し

た
「
理
工
系
人
材
育
成
戦
略
」

を
２
０
１
５
年
３
月
に
策
定
・

公
表
。
ま
た
、
産
学
官
が
協
働

し

て

理

工

系

人

材

の

質

的

充

実
・
量
的
確
保
に
取
り
組
む
た

め
、「
理
工
系
人
材
育
成
に
関
す

る
産
学
官
円
卓
会
議
」
を
設
置 

 
第
２
節 

も
の
づ
く
り
人
材
を

育
む
教
育
・
文
化
基
盤
の
充
実 

将
来
の
も
の
づ
く
り
人
材 

     の
育
成
の
た
め
に
は
、
若
者
に

対
し
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
に
関
連

し
た
就
業
体
験
を
行
う
等
、
職

業
意
識
の
育
成
を
図
る
こ
と
が

重
要
。
そ
の
た
め
、
初
等
中
等

教
育
段
階
か
ら
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
一
環
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
推
進
し
た
り
、
高
等
教

育
段
階
に
お
け
る
社
会
的
・
職

業
的
自
立
に
取
り
組
む
た
め
の

体
制
整
備
、
専
門
学
校
等
の
教

育
機
関
と
産
業
界
と
が
連
携
し

た
成
長
分
野
等
に
お
け
る
中
核

的
専
門
人
材
養
成
の
推
進
等
、

各
学
校
段
階
を
通
じ
た
キ
ャ
リ

ア
教
育
・
職
業
教
育
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
大

学
等
が
産
業
界
と
協
働
し
、
若

者
等
の
学
び
直
し
の
た
め
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。 

 

も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
や
重

要
性
に
つ
い
て
一
般
国
民
や
若

者
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
日

本
科
学
未
来
館
で
は
、
先
端
の

科
学
技
術
を
分
か
り
や
す
く
紹

介
す
る
展
示
の
制
作
や
解
説
、

イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し
、
研
究

者
と
国
民
の
交
流
を
図
っ
て
い 

     

る
。
ま
た
、
公
民
館
や
博
物
館

な
ど
の
社
会
教
育
施
設
で
は
、

親
子
や
高
齢
者
等
が
一
緒
に
も

の
づ
く
り
を
行
う
講
座
や
も
の

づ
く
り
へ
の
関
心
を
高
め
る
学

習
支
援
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

も
の
づ
く
り
へ
の
意
欲
や
地
域

の
活
性
化
に
資
す
る
取
組
と
な

っ
て
い
る
。 

 

重
要
無
形
文
化
財
の
伝
承
者

養
成
や
、
選
定
保
存
技
術
の
保

護
な
ど
、
も
の
づ
く
り
の
伝
統

を
後
世
に
継
承
す
る
取
組
を
実

施
し
て
い
る
。 

 

第
３
節 

産
業
力
強
化
の
た
め

の
研
究
開
発
の
推
進 

 

１
．
も
の
づ
く
り
に
関
す
る
基

盤
技
術
の
研
究
開
発 

我

が

国

の

産

業

競

争

力

の

強
化
に
向
け
て
、
多
様
な
市
場

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

新
た
な
も
の
づ
く
り
技
術
の
共

通
基
盤
の
構
築
が
必
要
。
そ
こ

で

、

最

先

端

の

計

測

分

析

技

術
・
機
器
の
研
究
開
発
や
大
規

模
研
究
開
発
基
盤
の
整
備
・
共

用
等
を
通
じ
、
多
く
の
産
業
に

共
通
す
る
波
及
効
果
の
高
い
基

盤
的
な
領
域
に
お
け
る
研
究
開

発
を
推
進
す
る
。 

 

先
端
計
測
分
析
技
術
は
、
科

学
技
術
の
進
展
に
不
可
欠
な
キ

ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
た
め
、

産
学
連
携
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
研
究
開
発
基
盤
の
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

 

 

２
．
産
学
官
連
携
を
活
用
し
た

研
究
開
発
の
推
進 

「
知
」
の
拠
点
で
あ
る
大
学
等

と
企
業
の
効
果
的
な
協
力
関
係

の
構
築
は
、
我
が
国
の
も
の
づ

く
り
の
効
率
化
や
高
付
加
価
値

化
に
資
す
る
。
大
学
等
に
お
け

る
産
学
官
連
携
活
動
は

2
0

1
0

年
以
降
増
加
傾
向
で
あ
る
。 

 

     
 

   
 

                         

 

二
〇
一
五
年
版
「
も
の
づ
く
り
白
書
」
公
表(

２)
 

  
 

産
学
官
連
携
を
活
用
し
た
研
究
開
発
増
加 



■
Ｉ
Ｂ
Ｓ
（
過
敏
性
腸
症
候

群
）
っ
て
ど
ん
な
病
気
？ 

腹

痛

や

お

な

か

の

張

り

な

ど
の
腹
部
症
状
と
、
下
痢
や
便

秘
な
ど
の
便
通
異
常
を
慢
性
的

に
く
り
返
す
疾
患
の
こ
と
で
す
。

便
通
状
態
か
ら
「
下
痢
型
」
と

「
便
秘
型
」
、
そ
の
両
方
を
交
互 

                

に
繰
り
返
す
「
混
合
型
」
に

分
類
さ
れ
ま
す
。「
混
合
型
」
は

「
交
替
型
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。 

 

大
腸
が
ん
や
潰
瘍
性
大
腸
炎

な
ど
と
は
異
な
り
、
視
覚
的
に

確
認
で
き
る
異
常
が
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
単
純
な
下
痢

や
便
秘
と
大
き
く
違
う
の
は
、

お
も
な
原
因
が
ス
ト
レ
ス
で
あ

る
こ
と
と
、
腹
痛
・
お
な
か
が

張
る
・
お
な
か
が
な
ん
と
な
く

気
持
ち
悪
い
・
お
な
か
が
鳴
る
、

と
い
っ
た
腹
部
症
状
を
伴
う
こ

と
で
す
。 

 

そ
の
症
状
に
よ
り

Q
O

L

（
生

活
の
質
）
が
低
下
す
る
こ
と
も

少
な
く
な
く
、20

～4
0

歳
代
に

多
い
こ
と
か
ら
学
業
や
就
業
に

支
障
を
き
た
す
た
め
近
年
重
要

視
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先

進
国
に
多
く
、
一
種
の
文
明
病

と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
、
ス
ト
レ
ス
が
あ
っ
て

も
症
状
を
抑
え
ら
れ
る
新
し
い

治
療
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

I
B

S

は
、
過
敏
性
腸
症
候
群
の

英

語

名

I
r
r
ita

b
le

 
B

o
w

e
l 

S
y

n
d

r
o

m
e

の
略
で
す
。 

■
治
療
方
法
と
は
？ 

｢
I
B

S
｣

の
治
療
に
は
、3

食
を

決
ま
っ
た
時
間
に
摂
る
、
暴
飲

暴
食
を
避
け
る
、
睡
眠
や
休
養

を
十
分
に
と
る
、
ス
ト
レ
ス
を

解
消
す
る
、
朝
の
排
便
を
習
慣

づ
け
る
、
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
改
善
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
そ
の
な
か
で
も
重
要
な
の

が
、
食
事
療
法
や
運
動
療
法
に

よ
る
治
療
で
す
。 

食
事
療
法 

下
痢
を
く
り
返
し
て
い
る
場
合

は
、
香
辛
料
や
冷
た
い
飲
食
物
、

脂
っ
こ
い
も
の
な
ど
を
避
け
ま

す
。
乳
製
品
や
ア
ル
コ
ー
ル
も

下
痢
の
原
因
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
、
控
え
た
ほ
う
が
い

い
で
し
ょ
う
。 

便
秘
を
く
り
返
し
て
い
る
場
合

は
、
香
辛
料
な
ど
刺
激
の
強
い

食
品
は
避
け
つ
つ
、
水
分
や
食

物
線
維
を
多
く
摂
れ
る
よ
う
な

食
事
を
心
が
け
て
い
き
ま
す
。 

運
動
療
法 

適
度
な
運
動
は
腸
の
働
き
を
整

え
る
効
果
が
期
待
で
き
る
ほ
か
、

気
分
転
換
・
ス
ト
レ
ス
解
消
に

も
な
り
ま
す
。
体
操
や
散
歩
な

ど
の
軽
い
運
動
を
生
活
に
取
り

入
れ
ま
し
ょ
う
。 

薬
物
療
法
で
は
症
状
に
応
じ

て
治
療
薬
が
処
方
さ
れ
ま
す
。 

■
腸
内
セ
ロ
ト
ニ
ン
が
及
ぼ

す
作
用
と
Ｉ
Ｂ
Ｓ
の
関
係 

食
事
療
法
や
運
動
療
法
で
症
状

が
改
善
し
な
い
場
合
は
、
医
師

に
よ
る
薬
物
療
法
が
用
い
ら
れ

ま
す
。
薬
物
療
法
で
は
、
症
状

に
合
わ
せ
て
以
下
の
よ
う
な
治

療
薬
が
処
方
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

腸
の
セ
ロ
ト
ニ
ン
に
作
用
し
、

早
期
か
ら
確
実
に
症
状
を
改
善

す
る
薬
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

 

腸
は
「
第
二
の
脳
」
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
、
腸
と
脳
に
は
密

接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。
腸
と

脳
は
神
経
に
よ
っ
て
つ
な
が
っ

て
い
て
、
脳
が
不
安
や
ス
ト
レ

ス
（
必
ず
し
も
自
覚
で
き
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
）
を
感
じ
る
と
、

そ
の
信
号
が
腸
に
伝
わ
っ
て
腸

の
運
動
に
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

｢
I
B

S
｣

の
患
者
さ
ん
は
、
こ
の

信
号
が
伝
わ
り
や
す
く
な
っ
て

い
る
た
め
、
腸
が
過
剰
に
反
応

し
て
し
ま
う
の
で
す
。
ま
た
最

近
で
は
、
こ
の
し
く
み
に
セ
ロ

ト
ニ
ン
と
い
う
物
質
（
神
経
伝

達
物
質
※1

）
が
深
く
か
か
わ

っ
て
い
る
こ
と
や
、
セ
ロ
ト
ニ

ン
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

で
、
ス
ト
レ
ス
が
あ
っ
て
も
症

状
を
抑
え
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
き
た
の
で
す
。 

脳

が

受

け

た

ス

ト

レ

ス

の

信
号
が
腸
に
伝
わ
り
易
く
腸
管

に
お
け
る
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
作
用

が
過
剰
に
な
っ
て
い
る
状
態
で

す
か
ら
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
が
引
き

起
こ
す
下
痢
や
腹
痛
を
ど
う
や

っ
て
抑
え
る
か
が
治
療
の
カ
ギ

と
な
り
ま
す
。 

《
引
用
資
料
》 
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No134 健康がいちばん !   

ＩＢＳ(過敏性腸症候群)とは 

慢性的に繰り返す便通異常 
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丸
伸
製
作
所(

京
都
市
左
京

区
東
丸
太
町
二
十
七
の
六 

☎

〇
七
五-

五
八
三-
五
一
一
五)

で
は
、
こ
の
ほ
ど
高
性
能
シ
ー

ト
外
観
検
査
装
置
「
Ｓ
Ｌ-
１
」

(

枚
葉
型 

簡
易
仕
分
け
装
置

付)

を
発
売
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

同
機
は
先
月
開

催
さ
れ
た
「
Ｉ

Ｇ
Ａ
Ｓ
２
０
１

５
」
に
出
展
し
、

大
き
な
反
響
を

得
ま
し
た
。 

         

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

    

 

 

 

  
 シ

ー
ル
・
ラ
ベ
ル
の
検
品
は
ど

こ
で
も
頭
の
痛
い
問
題
で
す
が
、

同
機
は
現
場
の
担
当
者
の 

声
を
取
り
入
れ
て
開
発
し
た
だ

け
に
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
あ
る
ば

か
り
で
な
く
根
コ
ス
ト
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
に
も
優
れ
た
検
査
装

置
で
す
。 

 

特
徴
と
し
て
は
、 

■
作
業
効
率
向
上 

目
視
で
行

っ
て
い
る
ラ
ベ
ル
の
外
観
検
査

を
自
動
化
す
る
こ
と
で
、
作
業

効
率
向
上
を
実
現
。 

                

    

■
高
性
能 

枚
葉
の
ラ
ベ
ル
や

シ
ー
ト
を 

ス
キ
ャ
ナ
で
読
み

取
り
る
高
性
能
画
像
処
理
装
置

に
よ
り
、
ピ
ン
ホ
ー
ル
、
欠
け
，

か
す
れ
、
太
り
、
細
り
等
の
欠

陥
を
瞬
時
に
検
出
し
ま
す
。 

■
コ
ン
パ
ク
ト
設
計 

他
社
製

品
と
比
較
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
設

計
の
た
め
、
使
い
勝
手
が
良
く

根
省
ス
ペ
ー
ス
で
使
用
で
き
る
。 

基
本
仕
様
は
次
の
通
り
。 

■

シ

ー

ト

の

大

き

さ

シ

ー

ト
の
大
き
さ=

Ａ
４ 

幅
＝
Ｍ

Ａ
Ｘ
２
１
０
ｍ
ｍ
／
Ｍ
Ｉ
Ｎ
５

０
ｍ
ｍ 

長
さ
＝
Ｍ
Ａ
Ｘ
３
５

０
ｍ
ｍ
／
Ｍ
Ｉ
Ｎ
１
２
０
ｍ
ｍ

■
ス
ト
ッ
ク
枚
数=

７
０
枚
程

度 
(

シ
ー
ト
厚
み
０
．
３
ｍ
ｍ

の
場
合)
■
処
理
速
度=

４
５
０

ｍ
ｍ
／
ｓ
ｅ
ｃ
（
２
１
０
ｍ
ｍ

／
０
．
４
５
ｓ
ｅ
ｃ
）
■
コ
ン

ベ
ア
サ
イ
ズ=

長
さ(
ス
キ
ャ
ン

方
向)

＝
４
１
０
ｍ
ｍ
、
幅(

振

り
分
け
方
向)

＝
２
１
０
ｍ
ｍ

■
コ
ン
ベ
ア
最
大
ス
ピ
ー
ド=

１
，
０
５
０
ｍ
ｍ
／
ｓ
ｅ
ｃ
■

良
否
判
定
時
間=

０
．
２
ｓ
ｅ

ｃ
（
シ
ー
ト
サ
イ
ズ
に
よ
っ
て
、

長
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
） 

    

■
仕
分
け
動
作
時
間=

０
．
８

ｓ
ｅ
ｃ
■
コ
ン
ベ
ア
モ
ー
タ
制

御
方
式=

 R
S

4
8

5

（M
o

d
b

u
s

） 

通
信
制
御
■
駆
動
源=

 
 

A
C

1
0

0
V

 
5

0
/6

0
H

z
 

5
0

0
W

 

エ
ア
ー
不
要
■
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

=

ス
キ
ャ
ナ
は

2
5

万
枚
で
ロ
ー

ラ
ー
交
換
■
外
形
寸
法
・
質
量=

 

W
1

,2
0

0
 

x
 

D
1

,0
0

0
 

x
 

H
1

,5
0

0
m

m

、4
7

k
g
 

(

ト
レ 

イ
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
含
む)

■
画 

像
分
解
能=

3
0

0
d

p
i

（0
.0

0
7

m
m

2

）
■
Ｐ
Ｃ=

 

O
S

：W
I
N

8
.1

 O
S

：W
I
N

8
.1

■
画
像
所
の
ソ
フ
ト=

独
自
開

発
■
検
査
内
容=

ピ
ン
ホ
ー
ル
、

欠
け
、
か
す
れ
、
太
り
、
細
り
、

そ
の
他
■
使
用
環
境=

周
囲
温

度
：-1

0

～5
0

℃ 

湿
度
：8

5

％

以
下 

 

高
度
：
海
抜

1
0

0
0

ｍ
以
下 

腐
食
性
ガ
ス
、
塵
埃
が
な
い
こ

と
。
水
、
油
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シート外観検査装置「SL-1」を販売 

枚葉型 簡易仕分け装置で使いやすく

む 

 


